	まちづくり専攻建築士申請用
責任ある立場での実務実績(様式4-まち)(No 1 )
		氏名:
	建築　太郎

	専門分野:
	まちづくりコーディネーター




	注意 1.この申請書は、記入前にコピーし、1プロジェクト毎に1枚記入してください。
2.責任ある立場での代表的な業務を1枚に1件で、計3件記入してください。
3.専門分野表示を希望する場合は、その専門分野毎に3件を示し、うち1件以上を様式4で申請して下さい。
	



	プロジェクト名称
	

	実務業務
	□
	都市のマスタープラン作成
	□
	土地活用
	□
	交通計画
	□
	公園緑地計画
	□
	地区計画/建築協定等

	
	□
	中心市街地活性化
	□
	地域/産業振興
	□
	市街地再開発
	□
	市街地整備
	□
	共同住宅の共同化/協調化

	
	□
	土地区画整理
	□
	景観･まちなみ
	□
	バリアフリー/ユニバーサルデザイン
	□
	環境/エネルギー

	
	□
	地域住宅計画[bookmark: _GoBack]✔

	□
	住宅地等の開発計画
	□
	住民活動支援
	□
	住宅等の事業化支援

	
	□
	その他:(
	
	)

	依頼者･発注者
	○○市役所○○課

	プロジェクト期間
	2003
	年
	6
	月 ～
	2004
	年
	7
	月
	13
	ヶ月

	担当期間
	2003
	年
	6
	月 ～
	2004
	年
	7
	月
	13
	ヶ月

	対象地区の概要
	所在地
	○○市○○地区

	
	面　積
	22.5　ha
	

	
	地域特性
(80文字)
	○○市○○地区は、幅員8m程で、延長約1.5kmの県道に商店街が軒を並べる中心市街地であり、伝統的町屋が多く残る歴史的環境をそなえている地区である。

	
	関係団体
	○○町内会、○○商店街組合、○○商工会議所まちづくり委員会

	事業の背景･必要性･事業の成果(200文字以内)

	○○商工会議所の協力を得て、町内会、商店街組合、市役所関係課などで構成される○○地区まちづくり委員会を組織し、そこで「歴史を活かした歩いて楽しいまちづくり」へ向けての方策を協働で検討するワークショップを企画・運営し、計画としてまとめるコーディネーターの役割を担った。

	携わった立場
	□
	業務委託
	□
	学術調査･研究
	□
	ボランティア

	
	□
	その他:(
	
	)

	自身が果たした役割(200文字以内)

	

	業務の特徴を表す資料貼り付け欄
貼り付ける仕様については、制約はありません。データ・紙焼き・コピー等 いずれでも構いません。貼り付けできない場合は、別途提出してください。

	貼り付け欄1
	貼り付け欄2


実務実績証明欄
	第三者による証明
(発注者又は建築資格者)
	証明者氏名(自著):
	
	申請者との関係:

	
	勤務先:
		○○○○○コンサルタンツ
	

	
	所属部署:
	開発部
	役職:
	
	連絡先:
	○○－○○○－○○○○



	＊審査
	
	



